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（成果情報名）金華豚とデュロック種交雑家系における成長と背脂肪厚に関するＱＴＬ

の同定と育種に利用可能なＤＮＡマーカーの開発 

［要約］ 金華豚とデュロック種の交雑種F2世代の雌７頭から生産されたF3世代の個

体45頭についてＤＮＡマーカーの多型解析を実施し、ＱＴＬ領域の絞り込みを目的とし

た後代検定に用いる雄６頭を選抜した。選抜した雄個体は精液検査を実施、精液性状に

問題は認められなかった。平成20年度はこれら選抜雄のうち４頭を利用し、系統豚雌豚

との交配で産子90頭を生産し、合計59頭の発育・体型調査および産肉能力調査を行った

。発育は、J869、J888の産子がやや早く、背脂肪厚の平均値はJ884、J888の産子がやや

厚かった。 

（実施機関・部名）神奈川県畜産技術センター 畜産工学部 連絡先 046-238-4056 

［背景・ねらい］ 

 肉質に大きな影響を与える脂肪の量や質を制御するため、中国品種（金華豚）と西洋品

種（デュロック種）の交雑家系の解析で得られた成長と背脂肪厚に大きな効果を及ばすＱ

ＴＬを同定し、育種に活用可能なＤＮＡマーカーを開発する。 

［成果の内容・特徴］ 

1 20 年度は、選抜された F3 雄６頭のうち４頭（J867、J869、J884、J888）に絞り、ラン

ドレース種雌と交配し次世代の産子を生産し、後代検定のために 59 頭の肉質検査を行っ

た。 

2 発育・体型調査結果（表１） 

選抜 F3 雄の産子の発育においては、J869、J888 が J867、J884 の産子よりもやや早か

った。 

3 産肉能力調査結果（表２） 

背脂肪厚の平均値は、J869、J867 の産子に比べ J884、J888 の産子がやや厚かった。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

なし 

  

 

 



 

 

［具体的データ］ 

表１ 選抜した F3 雄の産子の発育及び体型調査（平均値±SD） 

ID
ｎ 11 19 13

（♂　7 ♀　4） （♂　8 ♀12） （♂　7 ♀　6） （♂　7 ♀　9）
生時体重 (kg) 1.8 ±0.3 1.8 ±0.5 2.1 ±0.2 1.8 ±0.3
出荷体重 (kg) 109.1 ±7.2 112.6 ±3.7 111.5 ±2.6 111.1 ±2.4
出荷日齢 (日) 189.1 ±11.8 177.1 ±14.0 179.2 ±9.1 176.4 ±11.6
30kg到達日齢 (日) 81.5 ±13.2 80.8 ±12.5 74.6 ±7.1 79.1 ±8.4
70kg到達日齢 (日) 143.3 ±12.8 131.8 ±15.4 130.2 ±7.8 129.8 ±7.6
110kg到達日齢 (日) 187.8 ±14.9 173.3 ±14.8 176.8 ±8.9 175.3 ±12.9
DG (g) 569.3 ±53.7 629.9 ±57.7 611.7 ±31.9 622.1 ±45.0
体長 (cm) 115.4 ±3.6 113.3 ±2.7 114.5 ±2.5 114.3 ±4.8
胸囲 (cm) 109.1 ±3.5 110.8 ±4.9 111.6 ±2.0 113.6 ±3.3
管囲 (cm) 17.2 ±1.3 17.7 ±0.9 17.2 ±0.6 16.6 ±0.6
体高 (cm) 63.1 ±2.3 64.1 ±1.8 63.3 ±2.3 64.0 ±2.9
前幅 (cm) 33.1 ±1.2 33.0 ±0.9 33.5 ±1.2 33.8 ±1.6
後幅 (cm) 31.9 ±0.5 32.6 ±1.6 32.6 ±0.9 32.1 ±1.3
胸幅 (cm) 29.6 ±1.7 29.9 ±0.9 29.9 ±0.9 30.1 ±1.5
胸深 (cm) 36.4 ±1.2 37.3 ±2.3 37.0 ±1.0 37.6 ±0.8
十字部高 (cm) 67.7 ±3.5 70.3 ±2.6 69.9 ±3.7 69.1 ±2.6
下腱部深 (cm) 36.1 ±2.1 38.6 ±2.1 36.8 ±2.0 37.3 ±2.8
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表２ 選抜した F3 雄の産子の産肉能力調査結果（平均値±SD）

ID
ｎ 11 19 13 16

（♂　7 ♀　4） （♂　8 ♀12） （♂　7 ♀　6） （♂　7 ♀　9）

枝肉重量(kg) 70.9 ±4.9 72.0 ±2.9 72.7 ±1.8 72.3 ±1.8
と体長(cm) 86.3 ±25.5 89.1 ±19.5 93.2 ±2.1 92.7 ±2.4
と体幅(cm) 34.6 ±1.1 35.8 ±0.7 35.6 ±0.7 35.3 ±1.2
背腰長Ⅰ(cm) 72.0 ±21.3 77.0 ±1.8 77.0 ±1.5 77.4 ±1.9
背腰長Ⅱ(cm) 68.0 ±2.1 66.9 ±2.0 67.8 ±1.7 68.1 ±2.1
胸椎数 15.5 ±0.5 15.0 ±0.5 15.6 ±0.5 15.7 ±0.5
腰椎数 5.7 ±0.5 5.9 ±0.3 5.9 ±0.3 6.0 ±0.0

背脂肪厚(肩)(mm) 36.1 ±6.5 35.2 ±3.5 36.8 ±3.6 37.5 ±5.1
背脂肪厚(背)(mm) 19.9 ±4.9 20.3 ±2.8 22.2 ±2.9 20.6 ±3.0
背脂肪厚(腰)(mm) 25.4 ±4.3 26.1 ±4.0 25.6 ±2.6 26.3 ±3.7
背脂肪平均(mm) 27.1 ±4.9 27.2 ±2.8 28.2 ±2.5 28.1 ±3.1

前駆重量(kg) 10.4 ±0.6 11.0 ±0.6 11.0 ±0.4 10.8 ±0.3
中躯重量(kg) 15.0 ±1.5 14.6 ±1.0 15.3 ±0.6 15.5 ±0.7
後躯重量(kg) 10.1 ±0.5 10.4 ±0.5 10.2 ±0.5 9.9 ±0.3
ﾊﾞﾗの厚み(mm) 52.4 ±2.9 53.2 ±5.6 50.9 ±5.1 53.1 ±4.1
肋張りの深さ(mm) 71.2 ±4.4 68.4 ±3.5 72.5 ±3.8 68.9 ±4.6
ﾛｰｽ断面積(cm2) 17.7 ±1.9 21.2 ±2.5 20.4 ±1.9 19.0 ±3.0
ﾛｰｽ重量(kg) 7.8 ±0.7 7.7 ±0.6 8.0 ±0.3 8.3 ±0.5
ﾊﾞﾗ重量(kg) 5.3 ±0.5 5.3 ±0.5 5.6 ±0.5 5.1 ±0.3
ﾛｰｽ色(ﾛｰｽ色標準PCS) 2.8 ±0.4 2.6 ±0.4 2.7 ±0.4 3.2 ±0.3
WEEP(ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾛｽ)(%) 7.0 ±1.3 10.9 ±4.0 8.1 ±1.6 9.2 ±3.7
加熱損失率(ｸｯｷﾝｸﾞﾛｽ)(%) 33.5 ±1.0 33.0 ±1.0 35.3 ±4.5 33.6 ±1.5
剪断力価(ｼｪｱﾊﾞﾘｭｰ)(kgw/cm 2.0 ±0.4 2.1 ±0.6 2.1 ±0.4 2.3 ±0.4
水分(%) 74.0 ±0.4 73.6 ±0.6 74.0 ±0.4 73.5 ±1.0
筋肉内脂肪含量(%) 1.7 ±0.3 1.9 ±0.5 2.2 ±0.4 2.1 ±1.1
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